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1.  平成24年3月期第2四半期の連結業績（平成23年4月1日～平成23年9月30日） 

(注）前連結会計年度末より、連結財務諸表を作成しているため、平成23年3月期第2四半期の数値及び対前年同四半期増減率については記載しておりませ 
ん。 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第2四半期 635 ― △92 ― △91 ― △127 ―

23年3月期第2四半期 ― ― ― ― ― ― ― ―

（注）包括利益 24年3月期第2四半期 △129百万円 （―％） 23年3月期第2四半期 ―百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年3月期第2四半期 △24.25 ―

23年3月期第2四半期 ― ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

24年3月期第2四半期 1,812 695 38.4 132.36
23年3月期 1,925 825 42.9 156.87

（参考） 自己資本   24年3月期第2四半期  695百万円 23年3月期  825百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
24年3月期 ― 0.00

24年3月期（予想） ― 0.00 0.00

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無  
(注）前連結会計年度末より、連結財務諸表を作成しているため、対前期及び対前年同四半期増減率については記載しておりません。 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,400 ― △240 ― △240 ― △280 ― △53.23



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  
（注）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表に対 
する四半期レビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、 
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について 
は、四半期決算短信（添付資料）２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無

② ①以外の会計方針の変更   ：  無

③ 会計上の見積りの変更   ：  無

④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期2Q 5,280,000 株 23年3月期 5,280,000 株

② 期末自己株式数 24年3月期2Q 22,742 株 23年3月期 19,742 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期2Q 5,259,741 株 23年3月期2Q 5,260,638 株
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当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、先の東日本大震災によりサプライチェーンに甚大

な支障が生じ、広範囲にわたり生産活動の急激な低下を招きましたが、サプライチェーンの急速な復旧

により夏場からは生産活動は順調に回復に向かいました。しかしながら、欧州の金融不安や世界経済の

減速、円高の進展などにより先行き不透明感は払拭できないまま推移いたしました。 

このような中で、当社の機械部品・含油軸受・磁性材料の製品類については自動車関連や医療機器関

連などを中心に震災による大幅な生産調整の影響を受けましたが、一部製品の受注には回復の兆しが見

えはじめました。一方、主力製品である光ピックアップベースは、主要顧客の震災特需などもあり、受

注は順調に推移したものの、自動車関連など震災の影響による受注減をカバーするには至りませんでし

た。 

この結果、当第２四半期累計期間の業績は、売上高６億３千５百万円、営業損失９千２百万円、経常

損失９千１百万円、四半期純損失１億２千７百万円となりました。 

  

なお、前年度の第２四半期累計期間は四半期連結財務諸表を作成していないため、前年同四半期累計

期間との比較は行っておりません。 

  

当第２四半期連結会計期間末の資産合計は18億１千２百万円、負債合計は11億１千６百万円、純資産

合計は６億９千５百万円となりました。 

  

業績予想につきましては、平成23年10月28日開示しました「業績予想の修正に関するお知らせ」の内

容から変更はありません。 

  

  

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報

（２）連結財政状態に関する定性的情報

（３）連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

  

該当事項はありません。 

  

  

該当事項はありません。 

  

  

２．サマリー情報(その他)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
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当社は前事業年度まで８期連続で営業損失及び経常損失を計上しており、当第２四半期連結累計期間

におきましても、92,865千円の営業損失、91,978千円の経常損失を計上しております。これは、主力製

品である光ピックアップベースが主要顧客の東日本大震災特需などもあり、受注は順調に増加したもの

の、自動車関連などを中心に震災による生産調整の影響を受けた機械部品・含油軸受・磁性材料製品の

大幅受注減をカバーするには至らない状況となったからであります。当該状況により、継続企業の前提

に重要な疑義を生じさせるような状況が存在しておりました。 

当社グループは、当該状況を解消すべく、昨年から経営体制を刷新し、経営再建に向けて収益性改善

や構造改革のための戦略などを方針に掲げて活動してきた結果、生産性改善やコスト低減について相当

の成果を出すことができましたので、今年度は成長路線への転換を目指し「販路拡大」「新規製品の受

注」「海外進出」を重点方針に据え、守りから攻めの戦略へと重点を移して、高付加価値事業への転換

と収益性の改善を図ってまいります。具体的には、光ピックアップベースは、現在準備中の海外事業の

早期立ち上げを進めて主要顧客からのコストダウン要求への対応を図るとともに、国内ではブルーレイ

用薄型光ピックアップベースの樹脂化など高付加価値製品の受注拡大を図ります。 

また、当社はＮＴＮ株式会社との連携により、当社の有する製品開発技術及び製造技術等を活かし、

お互いの技術、ノウハウを相互移転して生産性の向上を図ること等が、両社の事業拡大につながるので

はないかと考え、本年２月頃から両社の企業価値向上のための諸施策について協議・検討を重ねてまい

りました。その結果、ＮＴＮ株式会社は、当社を完全子会社化し、両社が一体となって事業を行うこと

によるシナジー効果の創出が、両社の企業価値の向上に非常に有益であると判断されました。そこで、

当社を完全子会社化することを目的として、当社の発行済普通株式の公開買付けを実行された結果、Ｎ

ＴＮ株式会社は当社の親会社となり、今後当社は、事業面及び資金面においてＮＴＮ株式会社からの支

援を受けることとなりました。 

以上のことから、当社といたしましては、継続企業の前提に関する重要な不確実性は認められないも

のと判断いたしました。 

  

  

３．継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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４．四半期連結財務諸表
（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 356,639 204,950

受取手形及び売掛金 317,122 294,539

商品及び製品 24,528 23,496

仕掛品 54,645 100,049

原材料及び貯蔵品 30,613 31,869

その他 35,614 45,853

貸倒引当金 △971 △1,041

流動資産合計 818,192 699,716

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 336,186 324,767

機械装置及び運搬具（純額） 44,802 44,472

工具、器具及び備品（純額） 4,652 3,774

土地 593,656 593,656

建設仮勘定 2,320 1,424

有形固定資産合計 981,618 968,095

投資その他の資産

投資有価証券 30,564 28,320

破産更生債権等 2,922 2,693

その他 95,143 97,811

貸倒引当金 △2,922 △2,693

投資その他の資産合計 125,707 126,132

固定資産合計 1,107,325 1,094,228

繰延資産

開業費 － 18,463

繰延資産合計 － 18,463

資産合計 1,925,518 1,812,407
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 83,146 162,806

短期借入金 339,204 300,006

1年内返済予定の長期借入金 58,392 58,392

未払法人税等 7,629 5,322

未払消費税等 5,121 －

賞与引当金 15,945 32,345

その他 102,614 87,787

流動負債合計 612,053 646,659

固定負債

長期借入金 187,210 158,014

退職給付引当金 158,597 172,426

役員退職慰労引当金 112,651 112,651

資産除去債務 24,674 24,956

その他 5,129 1,847

固定負債合計 488,262 469,895

負債合計 1,100,315 1,116,555

純資産の部

株主資本

資本金 919,000 919,000

資本剰余金 1,170,534 1,170,534

利益剰余金 △1,254,097 △1,381,643

自己株式 △14,289 △14,585

株主資本合計 821,147 693,306

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 4,055 2,704

繰延ヘッジ損益 － △174

為替換算調整勘定 － 16

その他の包括利益累計額合計 4,055 2,546

純資産合計 825,202 695,852

負債純資産合計 1,925,518 1,812,407
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
四半期連結損益計算書
第２四半期連結累計期間

(単位：千円)

当第２四半期連結累計期間
(平成23年４月１日から
平成23年９月30日まで)

売上高 635,672

売上原価 593,047

売上総利益 42,624

販売費及び一般管理費 135,490

営業損失（△） △92,865

営業外収益

受取利息 53

受取配当金 272

作業屑売却益 1,502

助成金収入 5,936

受取賃貸料 4,156

雑収入 3,639

営業外収益合計 15,561

営業外費用

支払利息 8,005

手形売却損 324

減価償却費 4,803

雑損失 1,539

営業外費用合計 14,673

経常損失（△） △91,978

特別損失

固定資産処分損 16

減損損失 33,144

特別損失合計 33,160

税金等調整前四半期純損失（△） △125,139

法人税、住民税及び事業税 2,406

法人税等合計 2,406

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △127,545

四半期純損失（△） △127,545

日本科学冶金㈱（5995）　平成24年３月期第２四半期決算短信

－7－



四半期連結包括利益計算書
第２四半期連結累計期間

(単位：千円)

当第２四半期連結累計期間
(平成23年４月１日から
平成23年９月30日まで)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △127,545

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △1,350

繰延ヘッジ損益 △174

為替換算調整勘定 16

その他の包括利益合計 △1,509

四半期包括利益 △129,054

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △129,054
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

  

  

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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